
そろばんのアイコンが奥へと誘導していく

□そろばん資料館の目的

全国珠算教育連盟東京事務局1階倉庫を改
修し、倉庫に眠っている多くの古書や古そ
ろばん・そろばんグッズを展示することで
、後世に伝え残すことを目的としている。

□そろばん資料館の特徴

細長いL字の形状をした部屋は奥まで見通
せない面がある。閉鎖的な資料館ではなく
、地域に開いた施設となるように、建物の
前を通る人に一目でそろばんの資料館だと
分かり、奥へと入っていきたくなるような
施設を目指した。

□展示の特徴

｢展示｣｢収納｣｢調査｣の3つのスペースを有
効に機能させる配置が求められた。
そろばん資料館を特徴付けるそろばんをイ
メージした展示棚Hをメインとして、ただ
陳列するのではなく、様々なそろばんや書
籍、グッズに合わせた展示方法をとること
ができるようにした。
集中して鑑賞できるように既存の柱・梁型
を収納と組み合わせて目立たなくさせた。
管理側の使い勝手として、室内側のドアと
資料館の間にバックヤードを設け、収蔵の
みならず防犯面や美観にも配慮した。

断面図 S=1/100

N

〈日本そろばん資料館〉
JAPAN SOROBAN MUSEUM

所在地：東京都台東区下谷

建物用途：資料館

主体構造：鉄筋コンクリート 改修
改修部床面積：76.72㎡(23.20坪)

設計期間：2012.10~2013.03

工事期間：2013.03~2014.04

[展示棚A]

趣意文や企画展の説明な
ど文章による展示ができ
るようになっている。

扉を開けば収納になって
いる。

[展示棚B]

産地や年代、大きさなど
様々な種類のそろばんを
並べ替えることが可能。

扉には鉄板が組み込まれ
ており、磁石を付けた木
製フックでそろばんを展
示できるので、ネジ穴等
の余計なものを見ずに、
そろばんを鑑賞できる。

[展示棚の収納]

そろばん：約700丁
書籍類：約1,500冊
グッズ類：約100点
の収納スペースを確保。

そろばんを展示したまま
扉の開閉ができるように
なっている。

[展示棚C,D]

古いそろばん等のサイズ
が不定形なものやグッズ
を展示することが可能。

ホコリが付かない方が良
い物や、触られたくない
物に対応できるようにガ
ラス扉を設置している。

[展示棚E]

そろばんと関連のある和
算の図形に関する公式な
どの展示をしている。

壁面と扉を同じ割り付け
の枠とすることで、既存
の収蔵スペースを来館者
に感じさせずに展示空間
に溶け込ませている。

[展示棚F]

調査ギャラリーとして調
査及び研究をするための
机になる。

[展示棚G]

古書や書籍を展示するコ
ーナー。

本棚の一部に映像を埋め
込んでいる。

使用時だけ映像が浮かび
上がるようになっており
、テレビ画面の存在を感
じさせないようにしてい
る。

[展示棚H]

そろばんの約33倍のプロ
ポーションになっており
、そろばんの作り方や歴
史年表等の長さを活かし
た展示に対応可能。

棚の色は奥に行くにつれ
て明るくなるようにグラ
デーションにしており、
奥への期待感を持たせて
いる。

[バックヤード]

書籍が収納できる本棚に
なっている。

手前の台では書籍をPC検
索できるコーナーになっ
ている。

[展示の工夫]

どこ位置でもそろばんが
設置できるように磁石で
つくようになっているの
で、背面がきれいなまま
そろばんを鑑賞できる。

そろばんを引っかけるフ
ックは磁石に木の丸棒を
埋込み、違和感のないも
のにしています。

[エントランス]

新たなファサードとして
外から展示棚Hが見えるよ
うになっている。

展示棚Hがそろばん資料館
のシンボルになり、来場
者が一目でそろばん資料
館ということが分かりや
すくなっている。
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[結露対策]

台輪:有孔ﾎﾞｰﾄﾞt=21の上AEP

既存のRC壁や窓
からの結露及び
カビが資料に影
響を及ぼさない
ように、床・壁
・天井から展示
棚を離し、空気
が循環するよう
にしている。

天井:有孔PBt=9.5の上AEP

窓面:断熱材(ﾛｯｸｳｰﾙﾎﾞｰﾄﾞ)

45mmの空気層

照明BOX:有孔ｼﾅ合板の上AEP
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